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 《第２９回長崎県特別支援教育研究会 総会及び研究大会報告》 
本年度の大会は８月１日（水）に諫早文化会館をメイン会場に県内各地からたくさんの参加をいただき、盛大に行うことができました。本号では、簡単ではありますが、総会、講演、五つの分科会の発表・協議・指導助言の内容等を報告いたします。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写　真）
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Ⅰ　新しい学習指導要領と知的障害教育
・教科の示し方が変わり、生活に生きる授業、生き生きとした生活単元学習の指導ができなくなるのではと現場は不安に思っている。
・今回の改訂のポイントは、通常の教育と知的障害教育の連続性を図っていくということ。
「アクティブ・ラーニング」については、自由で発想豊かで独創的な授業を期待されていたが、「アクティブ・ラーニングとは、こういうものだ」という型ができ始め、本来の自由な発想が失われ始めた。そのため、「主体的、対話的で深い学び」という言葉が出てきた。
・知的障害教育については、「教科か生活」かで議論されてきた。生きて活用する力を踏まえた指導を行うことが大事である。
Ⅱ　子どもが本気で取り組む授業づくり

・発達段階や生活にふさわしい内容の指導が必要だが、同じ発達段階でも小学１年生と高校３年生では同じ教材を使ってはいけない。年齢に適した教材を使う。
・生活に根ざした教科を。
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・知的障害の生徒の特性として、「学習が実生活で応用されにくい」「主体的な活動の不足」」「実際的な生活経験の不足」がある。
・１２年間の学校教育は１時間の授業時間の積み重ねである。
Ⅲ　教育目標「自立」を考える

〇「自立」の本質は支援の下での主体性　　
・特別支援教育では「自立＝ひとりだち」ではない。
・誰かがいてくれるからこその自立であり、他の援助なしで自立はできない。
〇「支援はない方がよい」のか　
・支援はあっても、ないにこした方がよいという考えもある。
・支援の必要性の有無を決めるのは本人。なくなっていく支援もあるが、継続して必要な支援もある。
　　生徒に最適な支援がされているかが大切である。
〇「できる状況づくり」について　
・首尾よく成し遂げられても、精一杯取り組める状況でないと満足感は得られない。
・作業などで補助具を作成するが、本人ができることまで補助してしまうと逆に効率が下がるということもある。
〇子どもを「できない子」とは見ないで　　
・できない状況に置かれているから「できない」のである。どうすればよい姿が出せるのか考えることが大事である。


１　発表の概要
〇松浦市の通級指導教室について
〇児童の実態、家族環境について

〇支援体制について

〇指導の実際

・関係者の動きも踏まえた学期ごとの評価
○考察
・特別支援学級担任を含め、関係者が役割分担したことが児童の変容につながった。
２　質疑応答・研究協議の概要
　○質疑応答
・保護者への理解啓発について
○研究協議
・職員間、保護者、関係機関との連携について
３　指導助言の内容

　（１）職員間の連携
　　・通級の担当者で時間を見つけて話し合いをして、常に情報共有をしていたことが良かった。通級担当者と通常学級の担任間でも連携し、指導のバランスをとっていたことも良かった。早い時期に具体的な目標と対応を保護者に説明したことで保護者と信頼関係を築くことができ、指導の成果につながっている。
　（２）役割分担の大切さについて
　　・各担当者が役割分担をし、その役割を果たしていくことが大事である。

　（３）新学習指導要領について
・自立活動の内容が増えているので確認してほしい。ぶれない目標を立てて指導することが大切である。

１　発表の概要
　○特別支援教育支援員との連携、障害理解（アイマスク体験、
車椅子バスケット体験等）
　○佐世保特別支援学校との交流及び共同学習について

２　質疑応答・研究協議の概要
　・通級指導教室の運営について
　・交流学級の教師とのつながりについて
３　指導助言の内容
（１）実践発表から
・打合せのための会議の時間が少なくても、日頃の支援方法でいい実践があれば校内に紹介するなど、共通理解するための工夫がある。
・入学式の事前練習は合理的配慮の実践例である。（実践を意味づける必要性）
・体育大会の事例でも、生徒たちの実践力が見られている。

（２）研究協議から
・特別支援学級の生徒について一人でも多くの理解者を増やすことが一番効果がある。
・障害理解とは自己理解から他己（仲間）理解であると考える。自己評価については客観的に考えられるよう視覚化（ワークシート等）するとよい。
・年頃の子供たちは言ってもしないが、本番になれば自ら力を発揮するところがある。
・どんな大人になり、どんな社会で生きるのか、ビジョンをもちながら支援していくことが大事である。
・学校＝教室は社会の縮図である。
・今ある資源を活用する。参考までに検索する際のキーワードを紹介する。
「インクルデータベース」･･･交流及び共同学習の事例を検索できる。
　「支援教材ポータル」･･･いろいろな教材が紹介されている。
　「特総研web」･･･手立てや実践事例があるので活用してほしい。


１　発表の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  〇壱岐分校の概要
　〇生徒が主体的に活動することを目指した音楽科の実践

　〇成果と課題
２　質疑応答・研究協議の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・強弱記号の理解や感情の理解が難しい児童生徒に曲想を伝えるための手立てについて
　・三つの教育課程における目標設定と評価について

　・音楽の教科書の採択や使用の工夫について

　・TTの在り方や音楽専門以外の教師との事前の打合せ、役割分担について
３　指導助言の内容

（１）教育形態の変遷について

　・訪問教育とは、教師が家庭やデイサービスを訪問して教育を行う教育形態のこと。以前は、離島の子どもは親元を離れ、寄宿舎に入って教育を受けるか訪問教育を受ける状況だった。
特別支援学校の適正配置によって
H１７　鶴南養護学校高等部分教室が五島海陽高等学校内に設置。
H１９　虹の原養護学校小中学部分教室が壱岐市立盈科小学校に設置。

H２４　虹の原特別支援学校高等部分教室が対馬高等学校内に設置。

H２５　佐世保特別支援学校高等部分教室が上五島高等学校内に設置。

　　　虹の原特別支援学校高等部分教室が壱岐高等学校内に設置。
H２７　分校化
※以前は訪問教育を受けていた子ども達の学びの場が広がった。

（２）主体的に活動する姿の共有化について
・学習指導要領の目標を基に、主体的に活動する姿を職員間でまとめ、共通理解されていた。

・子どもにどんな力をつけたいか育成したいか明確化できた。

・支援、指導の方向性を焦点化することは学習を進める上で非常に大切。
・虹の原の校訓めざす児童生徒像「たくましく　主体的に行動する子ども」や高等部の学部目標を踏まえ、壱岐
分校高等部ではどのような子どもを育てたいか落としこんでいった。教科だけでなく、教育活動全体を通して壱岐分校でどのような子どもを育てたいか明確にすることが大切である。

１　発表の概要

　〇キャリア教育の視点から見た生活単元学習について

　〇キャリア教育全体計画と観点シートについて

　〇観点シートを用いた授業実践について

２　質疑応答・研究協議の概要
　・学校生活以外におけるキャリア教育の視点をもった取組について
　・他学部との連携について（小学部卒業時の姿のイメージ等）
　・自立活動の指導におけるキャリア教育の視点について
３　指導助言の内容
（１）ＰＤＣＡサイクルが盛り込まれており、事前に今までやってきた内容を次の学習についてもつなげることができた。試行段階であっても観点シートを活用していることが素晴らしい。キャリア教育の全体計画は、生活単元学習に限らずいろいろなところで汎用できる。鶴南で考えた基礎的汎用的能力は汎用性の高い取組。全体計画表を作ったら、正しい解釈で先生に引き継ぐことが課題。新しい教員に正しく周知し、教育課程の改善を図っていただきたい。
（２）小学部では意図的に選択させることが多いので、意思決定させる機会があまりないことも課題である。
（３）キャリア教育の全体計画の改善に向けて
本人の願いや、高等部卒業後の生徒に何が求められているのかについて具体的に把握する必要がある。
事業所に入所、就職したときに求められる力が何なのかを踏まえた上で、学習に盛り込んでいく。
合理的配慮の不提供が差別にあたる時代。「自分が意思を表明すれば、支援してもらえる。」といった意思の表明をさせるためにどういったことができるのかを考えていかなければならない時代である。

１　発表の概要
　〇知的障害のある子どもの教育における合理的配慮の観点について
　〇個別の教育支援計画と合理的配慮について

２　質疑応答・研究協議の概要
・合理的配慮の手続きや観点の取り入れ方について　
※他校の取組についての情報交換
３　指導助言の内容
（１）井村先生の発表で、よかったところ
①「学校における合理的配慮」の３観点１１項目の視点で支援のプランを立てたところ。
②行動の背景・見立てを分析してプランを立てたところ。
③温かい学級作り、学級経営が土台にあり、学級の生徒全員に適切な配慮があるところ。
→生徒の言動に対して、教師の温かいフィードバックがあることで、繰り返し実践する中で定着が図れた。
（２）「学校における合理的配慮」について
・可能な限り、障害のある子どもが障害のない子どもと同じように教育活動に参加したり、学校生活を送ったりできるように、個別の事案ごとに教育の内容や方法、学校生活等の変更調整を行うこと。
・配慮は、３観点１１項目の視点で検討することが大切である。
・「合理的配慮」は、「基礎的環境整備」の上にのっかるものという定義になっているところがポイント。
・その学校が置かれた基礎的環境整備を基にして、一人一人の子どもに「合理的配慮」を提供する。
したがって、学校の状況により提供される配慮は違う。
（３）文部科学省「知的障害のある子どもの教育における合理的配慮の観点」について
（４）各学校における合理的配慮の提供のプロセスについて
・ポイントは、本人や保護者からの意思の表明である。それを受けて、合意形成を図る。
　　・調整段階では、過重な負担はないかを検討する。難しい場合は、代替案の提供が必要となる。
　　・個別の教育支援計画に明記することが望ましい。
（５）「合理的配慮」「配慮」「手立て」の言葉の使い分けについて
　　・新学習指導要領の中に、明確な書き分けはない。
　　・「手立て」の意味を方法・手段として捉えると、整理することができるかもしれない。
	《 平成30年度秋季研修会の案内 》
日　時：平成３０年１０月３１日（水）　１４：４５～１６：４５（受付：１４：００～）
会　場：諫早文化会館
演　題：「発達の道すじと継続した支援」
講  師：長崎大学教育学部　　教授　吉田　ゆり　先生
　※　実施要項及び申込み用紙は、島原特別支援学校ホームページに掲載しています。
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 総会報告　　開会行事の後、総会が行われました。


＜議案＞　①平成29年度事業報告


②平成29年度会計報告・監査報告


③会則について


④平成30年度役員紹介


⑤平成30年度事業計画（案）


⑥平成30年度予算（案）


以上の議題が審議、承認されました。





講　演


演　題　　「子ども主体の知的障害教育 」


講　師　　植草学園大学　　教授　　名古屋　恒彦　先生





第１分科会（小学校における特別支援教育）


「職員間の連携と保護者との対話を通した特別支援教育の在り方について」


発表者：松浦市立御厨小学校　　　 　 教  諭　　　 岡村　正義


助言者：長崎県教育庁特別支援教育課　指導主事　　 蒲田　紀孝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





第２分科会（中学校における特別支援教育）


「個を認め、助け合える交流及び共同学習を目指して」


　　　　　　　　　　　　　発表者：平戸市立平戸中学校　　　　　教　諭　　出口　康子


　　　　　　　　　　　　　助言者：長崎大学大学院教育学研究科　准教授　　友永　光幸


　　　　　　　　　　　





第３分科会（特別支援学校：教科別の指導）


「生徒が主体的に活動することを目指した音楽科の指導」


発表者：長崎県立虹の原特別支援学校　壱岐分校　教　諭　　松下　ゆり


助言者：長崎県教育センター特別支援教育研修班　指導主事　川崎　智美





第４分科会（特別支援学校：教科等を合わせた指導）


テーマ「キャリア教育の視点から生活単元学習の授業内容を考える」


～鶴南まつり舞台発表、運動会団体競技の実践～


発表者：長崎県立鶴南特別支援学校　　　　教　諭　　岩永　智子


助言者：長崎県立虹の原特別支援学校　　　副校長　　川波　寿雄








第５分科会（特別支援学校：特別支援教育）


「自分の気持ちを言葉で伝えることが苦手な生徒への合理的配慮を踏まえた指導」


発表者：長崎県立川棚特別支援学校　　 教  諭　　井村　奈菜


助言者：長崎県教育庁特別支援教育課   指導主事　下田　渚








